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1.研 究 目的 ・内容

西洋ハーブであるデイジーフラワーについて,ヒ ト包皮由来繊維芽細胞(NRDF)を 用いたコ

ラーゲン産生促進活性 を指標 とし,そ の活性寄与成分の探索研究を実施するとともに,マ テ リア

ルサイエンスの視点か らその活性発現の必須構造な どの構造 と活性の相関に関す る知見を見いだ

す とともに,そ の機能解明を実施することを目的 とする.

2.研 究経過及び成果
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3.本 研究 と関連 した今後の研究計画

本研究によって得 られたコラーゲン産生促進活性 を有するサポニン成分について,そ の構造 と

皮膚代謝改善作用との相関に関する知見を得るとともに,種 々の分子生物学的手法を駆使 した作

用メカニズム解析,と りわけs㎞Biolo倒 の観点か ら構築 した以下のア ッセイ評価試験を実施す

ること計画 している.

1)皮 膚真皮繊維芽細胞のコラーゲン産生能を充進す るサポニンのスクリーニング

2)表 皮角化細胞の各種サイ トカイン産生能を充進す るサポニンのスクリーニング

3)皮 膚三次元構築培養法によるサポニンの皮膚組織へ与える影響の解析

4)培 養表皮角化細胞、培養真皮繊維芽細胞における トランスクリプ トーム解析

5)サ ポニンを作用 させた皮膚におけるシグナル伝達の解明

4.成 果 の発 表等

発 表 機 関 名 種 類(著 書 ・雑語 口頭) 発 表年月 日(予定を含む〉

The5山JSP-CCTNM-KSPJoint

SymposiumonPharmacognosy
ポスター発表 2010年9月24日

日本生薬学会第57回 年会(徳 島) ポスター発表 2010年9月25-26日
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